	景観形成指定建築物等誘導基準チェックリスト（建築物・工作物）

	＊必要事項を記入の上、「景観建築届出書」に添付してください。
＊ﾁｪｯｸ欄には、適合する場合「○」、不適合の場合「×」、該当しない場合「－」を記入してください。

	記
入
者
	住　　　所
	〒


	
	所属・氏名
	

	
	Ｔ　Ｅ　Ｌ
	

	
	※内容の確認等、お問い合わせをさせていただく場合があります。


１．共通基準
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・形態
	外壁の配置
	道路空間に対する圧迫感、威圧感等を緩和するような配置とすること。
	
	

	
	形態
	無表情な大壁面を造らないよう、壁面の形態や素材、色彩に変化をつけること。
	
	

	
	
	低層部について、まちなみの連続性に配慮すること。　
	
	

	
	屋上部
	屋上部に塔屋を設ける場合、建築物の意匠と一体的に考えるなどすっきりした形態にすること。
	
	

	材料・色彩
	外壁
	経年により、景観をそこなうことのないように設計上工夫すること。
	
	

	
	屋根の色彩
	屋根の色は、けばけばしくならないように努める。彩度は4以下とすること。
	
	

	
	
	臨港地区内における屋根の色彩は神戸港カラー作戦の基準によること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	

	
	外壁の色彩
	外壁の色は、けばけばしくならないように努めること。
	
	

	
	
	Ｒ・YR・Ｙ系の彩度は4以下、その他は2以下、明度は6以上とすること。
ただし、自然素材等によって仕上げられる部分の色彩はこの限りでない。
	
	

	
	
	臨港地区内における外壁の色彩は神戸港カラー作戦の基準によること。　
	
	

	
	開口部
	閉鎖的な雰囲気にならないよう配慮すること。
	
	

	外構・植栽
	門・塀
	道路に面して、門・塀を設ける場合は、設置位置、高さ、形態などデザインに配慮し、必要以上に閉鎖的にならないようにすること。
	
	

	
	敷地前面の
デザイン
(オープンスペース)　　　　　　　　　　
	道路の歩道部分との一体的利用や一体感のある空間になるように配慮すること。
	
	

	
	植栽
	(敷地内の既存樹木の活用や植生の活用、敷地内の公共的スペース等の積極的な緑化、花木等による敷際の演出に努めること。
	
	

	
	
	樹木の選定にあたっては、周辺の街路樹や既存の植生との連続性に配慮すること。
	
	

	
	
	河川軸(住吉川・石屋川・都賀川・新生田川・新湊川・妙法寺川・福田川)に面する敷地の場合、敷際緑化に努めること。　                                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	


１．共通基準（つづき）
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	付属物
	建築設備
	道路等の公共空間から見えにくい位置に設置すること。
	
	

	
	
	周辺からの見え方や色彩等に配慮し建築物と調和させること。                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	

	
	駐車場
	出入口はまちなみの連続性に配慮し、形態、規模、配置を工夫すること。　　　　
	
	

	
	
	機械式駐車場・タワー型駐車場について、建築物とのバランスや周辺のまちなみとの調和に配慮すること。
	
	

	
	屋外階段
	建築物全体と調和するよう、形態意匠に工夫すること。
	
	

	
	ごみ置き場
	道路等の公共空間からの見え方に配慮すること。
	
	

	
	照明設備
	夜間景観に有効となる照明設備を敷際の明るさの連続性に配慮して設置すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	

	
	
	設置に当たって周辺に対して過度の明暗が生じないよう工夫すること。
	
	


２．地域ごとに追加する基準
◆商業業務地（商業地域、近隣商業地域）
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・
形態
	形態
	低層部の開口の位置や大きさ、用途やしつらえに配慮し、賑わいやまちなみを彩る景観を形成すること。
	
	

	材料・
色彩
	外壁の色彩
	低層部（1、2階かつ10ｍ以下）は各立面ごとにその面積の5割未満、それ以外は各立面ごとにその面積の2割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、1 共通基準の材料・色彩の外壁の色彩(2)については、適用しない。
	
	


◆工業地（工業地域、工業専用地域、準工業地域）
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・
形態
	外壁の配置
	道路境界からの外壁後退１ｍ以上とすること。ただし、敷地の規模若しくは形状がこの基準によりがたい場合、景観形成市民協定区域内、地区計画の整備計画が定まっている地区はこの限りではない。
	
	

	
	形態
	低層部は長大で無窓など単調な壁面を造らないように努めること。
	
	

	配置・
形態
	外壁の色彩
	各立面ごとにその面積の2割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、1共通基準の材料・色彩の外壁の色彩(2)については、適用しない。
	
	


◆住宅地（第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層専用地域、第２種中高層専用地域、
第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域）
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・
形態
	外壁の配置
	道路境界からの外壁後退１ｍ以上とすること。ただし、敷地の規模若しくは形状がこの基準によりがたい場合、景観形成市民協定区域内、地区計画の整備計画が定まっている地区はこの限りではない。
	
	

	
	形態
	エントランス部は開放的な空間とし、できるだけ植栽やモニュメントなどを設置するなど有効な敷地空間を確保すること。
	
	

	配置・
形態
	外壁の材料
	金属やガラスなどの光沢性のある素材を大きな面積で用いる場合には周辺景観との調和に配慮すること。
	
	

	
	外壁の色彩
	各立面ごとにその面積の2割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、1共通基準の材料・色彩の外壁の色彩(2)については、適用しない。
	
	


３．眺望景観形成基準
◆眺望景観形成区域A：ポーアイしおさい公園
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・形態
	建築物等の
高さ
	各部分の標高（東京湾平均海面からの高さ）が下記により算定した標高(Ｚ)を超えないこととする。
《算定式》(単位：ｍ）
Ｚ＝0.0652401Ｘ－0.0259351Ｙ＋11652
Ｘ、Ｙ：平面直角座標系(５系)における
各部分の座標値
	
	

	
	建築物等の
幅
	高さ60ｍ以上の部分について、都市計画道路中央幹線に概ね平行する方向の幅を40ｍ以内とする。
	
	

	特定街区、高度利用地区、都市再生特別地区、および高さの最高限度が定められている地区計画区域・景観計画区域を除く。


◆眺望景観形成区域B：元町1丁目交差点（大丸前)
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・形態
	建築物等の
高さ
	各部分の標高（東京湾平均海面からの高さ）が下記により算定した標高(Ｚ)を超えないこととする。
《算定式》(単位：ｍ）
Ｚ＝0.0760061Ｘ－0.1000164Ｙ＋18883
Ｘ、Ｙ：平面直角座標系(５系)における
各部分の座標値
	
	

	
	建築物等の
幅
	高さ60ｍ以上の部分について、都市計画道路中央幹線に概ね平行する方向の幅を40ｍ以内とする。
	
	

	特定街区、高度利用地区、都市再生特別地区、および高さの最高限度が定められている地区計画区域・景観計画区域を除く。


◆眺望景観形成区域C：須磨海浜公園
（１）眺望景観形成区域Ｃ-①-a
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	配置・形態
	建築物等の
高さ
	各部分の標高（東京湾平均海面からの高さ）が下記により算定した標高(Ｚ)を超えないこととする。
《算定式》(単位：ｍ）
Ｚ＝0.148988Ｘ－0.04724Ｙ＋25821
Ｘ、Ｙ：平面直角座標系(５系)における
各部分の座標値
	
	

	
	
	特定街区、高度利用地区、都市再生特別地区、および高さの最高限度が定められている地区計画区域・景観計画区域を除く。

	材料・色彩
	外壁の色彩
	建物の外壁は、アースカラーを基本に、背景の緑に溶け込むような色彩とする。
Ｒ・ＹＲ・Ｙ系の彩度は４以下、その他は２以下、明度は５以上７以下とする。
ただし、自然素材等によって仕上げられる部分の色彩、及び景観に寄与する色彩はこの限りでない。
また、商業業務地においては、外壁の色彩について、低層部（１、２階かつ10m以下）は各立面ごとにその面積の５割未満、それ以外は各立面ごとにその面積の２割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、本基準は、適用しない。
	
	

	
	屋根の色彩
	屋根の基調色は、落ち着いた低彩度のものとする。
	
	


（２）眺望景観形成区域Ｃ-①-ｂ
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	材料・色彩
	外壁の色彩
	建物の外壁は、アースカラーを基本に、背景の緑に溶け込むような色彩とする。
Ｒ・ＹＲ・Ｙ系の彩度は４以下、その他は２以下、明度は５以上７以下とする。
ただし、自然素材等によって仕上げられる部分の色彩、及び景観に寄与する色彩はこの限りでない。
また、商業業務地においては、外壁の色彩について、低層部（１、２階かつ10m以下）は各立面ごとにその面積の５割未満、それ以外は各立面ごとにその面積の２割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、本基準は、適用しない。
	
	

	
	屋根の色彩
	屋根の基調色は、落ち着いた低彩度のものとする。
	
	


（３）眺望景観形成区域Ｃ-②
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ
	計画内容

	材料・色彩
	外壁の色彩
	建物の外壁は、高明度・低彩度を基本に、背景の空に溶け込むような色彩とする。
Ｒ・ＹＲ・Ｙ系の彩度は２以下、明度は８以上とする。
ただし、自然素材等によって仕上げられる部分の色彩、及び景観に寄与する色彩はこの限りでない。
また、商業業務地においては、外壁の色彩について、低層部（１、２階かつ10m以下）は各立面ごとにその面積の５割未満の範囲内で使用される部分の色彩は、本基準は、適用しない。
	
	

	
	屋根の色彩
	屋根の基調色は、落ち着いた低彩度のものとする。
	
	


４．その他配慮事項
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